
 

 

 

 

 

 

 臨時休業期間は後半へ ＜連休＋５／７・８＞           

都内での感染流行を終息させるために、連休期間の過

ごし方について都知事から全都民に向けて次のメッセー

ジが出されました。（都庁HPより） 

「あなたの命を、家族を、大切な人を、社会を守るため 

新型コロナウイルスの感染拡大をくい止める 

大型連休（4月25日～5月6日）の外出を自粛 

STAY HOME ウチで過ごそう」 

本校全教職員は改めて「都の職員として皆の命と健康

を守る為に率先行動しましょう」と確認し合いました。 

 次回の定期連絡便（ﾚﾀｰﾊﾟｯｸ）は５/８（金）発送！    

先日お知らせしましたように、現時点での臨時休業期

間は連休明けの週５／８（金）迄です。次週の状況（学

校再開or臨時休業延長）を見極めて、それに応じた内容

を入れて送る事になりますので、この回は学校発送を木

曜から１日遅らせて金曜午後の発送とします。御自宅へ

の配達は土曜日以降となりますので御了解ください。 

 来 る 日 の 「 学 校 再 開 」 に 備 え て ！   

学校では教育委員会と相談しながら「来る学校再開」

に備えて様々な想定をしながら教育計画を練っています。 

❶学校再開 

・全員登校 or 学部別登校 or 分散（学年別）登校 

❷入学式 

・規模：小・中・高を分離して少人数・短時間で 

・形態：体育館（扉全開放）で or 全校放送で 

・時期：学校再開直後 or 学期内の一定期間後に 

❸補習環境の整備 

・再開後も活用できる遠隔学習環境の整備 

❹中止となった学習活動への対応 

・授業のねらいを活かしつつ校内活動への代替検討 

・他教科等の授業への振替え検討 

❺授業日数の確保 ※流行状況にもよるので現時点では未確定です！ 

・１学期延長の可能性検討（７月下旬～８月上旬） 

・２学期早期開始の可能性検討（８月下旬） 

 

 

 

 

 

 

 臨時休業期間が「延長」となった場合にも備えて         

休業延長となった場合にも備えて、動画配信等の準備

や遠隔学習用の機器手配やソフト（例：ZOOM等）の活

用準備等を進めています。学園生宅の機器やWi-Fiの環

境に応じた整備が必要となりますので、御相談をさせて

いただく場合もあります。その際は是非御協力ください。 

都庁各局・各事業所・都立校から都民支援に！           

都内全域で、新型コロナ型肺炎の感染拡大に伴う多岐

にわたる業務ニーズ（感染予防啓発、事業継続相談、都

民相談他）が高まっています。支援に携わる人員を強化

するために、都庁本庁内の各局や管下の事業所（例：水

道局〇〇営業所）や都立学校等の所属職員が兼務発令を

受けて応援要員として派遣されます。本校からは、常勤

教職員約１６０名の代表として、経営企画室の鈴木主任

を産業労働局で行う「事業継続緊急対策助成事業」の応

援に派遣します。（この間の校内業務は、全校でカバーし

ますので御安心ください。） 

 感謝を胸に。海外からの支援が届きました！           

先日の新聞報道で「台湾から日本に支援物資マスク２

００万枚」との報道があったところですが、国内の有志

の皆様の手を経て、その内の１８００枚が４／２７に本

校に配達されました。（全国の特別支援学校に贈られたそ

うです。）長期化する臨時休業の中で、学園生本人や介護

される方のマスクが不足気味であるとの声も届いていま

す。少なくて申し訳ありませんが、今回の定期連絡便に

３枚ずつ同封致します。どうぞ御活用ください。（十分に

ストックがあるので不要との事でしたら、登校再開時に

お戻しください。）残りのマスクは、学校再開時に教職員

が健康で臨めるために必要なスタッフにも配っています。

さらに学校再開時の朝は、再開の喜びと応援への感謝を

胸にこのマスクを教職員全員に配って登校に備えます。

（個包装とはなっていないマスクですので、ビニール袋

に入れてお届けしますが、衛生に気を付けて封入してい

ますので、御安心ください。）  校長 田村康二朗 
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